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　映像は，授業での利用を考慮して内容の切り替わ
る場面ごとに数十秒から数分程度のクリップビデオ
として編集し，画面サイズと記録方式の異なる３種
類の動画形式に加工した。これは，現状の一般的な
学校のインターネット利用環境（ＩＳＤＮ回線）と今
後普及が予想されるブロードバンドでの利用環境
（Ｔ１，Ｔ３回線）で流通させることができるデータ
レートが大きく異なるからである。本格的なブロー
ドバンド環境が学校に普及した際にも，教材を作り
替えずに済むよう，適応する帯域の異なる複数の動
画形式を採用した。

　また，映像に加えられたナレーションは，テキス
トデータとして文字情報を抽出するとともに，映
像・文字情報をＨＴＭＬファイルで統合し，検索省
＊１などの全文検索エンジンなどで映像内容が検索で
きるように考慮した。また，ＨＴＭＬの記述にＸＭ
Ｌ＊２の書式を取り入れることで，メタデータの構造
化を図り，蓄積される教育情報量の増加によるデー
タベースの必要性が高まった場合にも対応できるよ
う配慮した。

２　教材レシピの開発
　総合的な学習の時間や各教科におけるコンピュー
タやインターネットを活用した事例提供等の要望に
応え，ＩＴを活用したわかりやすい授業のモデルと
して，地域コンテンツやインターネット上の教育資
源を活用する教材レシピの開発に取り組むとともに，
授業実践を行い改善を図った。

∏　教材レシピのとらえ方
　教材レシピとは，授業のための指導案，ワーク
シート，活用コンテンツの情報など，教師が教育用
コンテンツを活用した授業実践を行う際に必要な情
報をパッケージとしてコンパクトにまとめたもので
ある。教師がディジタルコンテンツを活用した授業
の見通しを持つことができ，さらに学校や生徒の実
態に合わせて授業展開の工夫・応用ができるものと
して教材レシピを位置づけた。
　教材レシピで利用される教育用コンテンツは，ふ
くしま教育総合データベース，ＣＥＣ教育用画像素
材集，文部科学省が開発した教育用コンテンツ，イ
ンターネット上にあるディジタルコンテンツなど，
学校から利用しやすい素材を対象とした。

*１　ふくしま教育総合ネットワークが提供する教育用検索サービス（http://kensaku.fks.ed.jp/）。
*２　ＸＭＬ（eXtensible Markup Language）は、文書構造を記述でき、独自にタグを定義できることが特徴のマークアップ言
　　　語。１９９８年にＷ３Ｃ（World Wide Web Consortium：ＷＷＷで使われる技術を標準化する団体）により標準化勧告され、
　　　現在はインターネットのさまざまな分野での応用が進められている。

教材レシピのスケルトン
１．単元名
２．授業概要
３．本時の目標
　○単元の目標
　○情報教育の目標
４．活用コンテンツ
５．実践のポイント
６．学習の流れ
　【導入】
　【展開】
　【終末】

動画形式

・画像サイズ　１６０×１２０
・再生帯域
　（５６Ｋ／Ｄ－ＩＳＤＮ／３８４Ｋｂｐｓ）

［Real Video８］

・画像サイズ　３２０×２４０
・フレームレート　２９.９７ｆｐｓ
・再生ビットレート　１,１５０Ｋｂｐｓ
・プログラムストリーム

［ＭＰＥＧ１］

・画像サイズ　７２０×４８０
・フレームレート　２９.９７ｆｐｓ
・再生ビットレート　６Ｍｂｐｓ
・プログラムストリーム
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